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審査要旨
本論文は、中国怪異譚の分析と、日本に伝来した中国怪異譚の変容の考察を行ったものである。むろん、こ
の課題については、すでに日中の双方において、類話研究、民俗学、宗教学等幅広い分野でそれぞれの研
究が行われてきたが、本論文の独自性は、中国の伝統的思考様式への分析と理解をふまえて、学際的な考察
を行い、新たな視座を提示し、従来あまり脚光を浴びなかった怪異譚の掘り起しを行ったところにある。
本論者はまず、そもそも日本に伝わった中国の怪異譚テキストそのものが、寄木細工の如く、来源も年代もま
たその発想の拠って来るジャンルも異なる多様な世界認識の融合と変容の組み合わせであることに着目し、そ
の構成要素の徹底的な解体を行い、融合の結節点の発見に努めた。この解体が恣意的な操作に陥らないた
めの視座が、上述の中国の伝統的思考様式であり、それを支える学術的考証である。具体的には、中国の、
特にこれらの怪異テキストを生成せしめ、記述した文人たちの伝統的思考様式とは、実事の重要視であり、たと
え内容がいかに荒唐無稽な虚構に属するものであっても、その拠って来るところ―「事実ないしは事実と認識さ
れていた事象」に根ざしているということである。
論者は、中国怪異譚テキストの多様な構成要素を一旦解体するにあたって、テキストに詳細な分析考証を加
え、テキスト構成要素の結節点を求めた。論者の独自の視座は、こうした文字・音注・釈義・典拠・図譜と多岐に
亘る注釈考証こそ、中国における伝統的認識・思考の解体分析と新たな発想を発見する、律動的な文化行為
として捉えうるということも示唆している。また、こうした中国の伝統的思考様式に則した考察の視座は、当然な
がら近代以降の学術領域に分離できるものではないため、本論文が文学・歴史学・民俗学・図像学・言語学・
博物学といった学際的な視野を導入することにも有効に働いている。
第二に、こうして成り立った中国の怪異譚テキストが大量に流入し、「妖怪革命」とも称される江戸期の怪異譚
の生成と変容を対象とし、中国怪異譚テキストの解体と詳細な考証で得られた中国的発想と認識のいずれが、
いかに受容され、変容したか、その異文化接触点を見出している。この考察においては、上述の原テキストの
分析が受け皿として有効に活かされており、ひとまとまりに出来上がった説話の受容・変容ではなく、その根本
となる発想や認識の接触、変容に言及することが可能となっている。また、中国における怪異譚を構成する
個々の要素ごとの時系列的な形成・変容の経緯の詳細な考察は、江戸期における流入に関しても、中国にお
ける伝承の蓄積の時間的多層性との関わりを指摘する。
本論文は、三部からなる。
第一部では、「死神」と「のっぺらぼう」を対象とし、特にそのビジュアルイメージから中国における原型像の形
成と日本における変容を考察した。中国において死者を地獄へ勾引する「黄衣の冥官」が唐代頃から中国の
衣冠制度に基づく「下吏」の形象を定着させ、一方、それを受容した日本では、むしろ勾引される側である亡者
のイメージが投影されていることを指摘した。「のっぺらぼう」では、小泉八雲の「むじな」を端緒としつつ、直接
的な類似性を持つ「のっぺらぼうの女性」の怪異譚が明・清期に複数現れることを指摘し、かつその淵源に中
国の獺怪異譚があること、日本において獺が貉へと変容した経緯を考察した。
第二部では、動物怪異譚として主に獺怪異譚と姑獲鳥を取り上げた。獺怪異譚は中国では六朝・唐の頃か
ら水郷地帯である南方で定着し、書物に記録されるようになったもので、それが日本に流入して江戸期に伝承
が確立し、一定の普及はするが、明治期になると衰退し、狐狸、河童、化け猫の怪異に取って代わられていく
経緯を考察したものである。ここには従来あまり顧みられなかった獺への新たな着眼点がある。これを軸に周辺
の妖怪を取りまとめることで、聖性を帯びない純粋な魔を中心に狐狸、河童などの良く知られた妖怪へ波及し
ていくという独自の考察の展開がある。獺から妖怪を見るという新たな視点の可能性を示唆しており、本論の中
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でもとりわけ興味深いところである。姑獲鳥に関しては、日本の「うぶめ」の原型とされる中国の「凶鳥」伝承につ
いて、有毒で不吉な「凶鳥」に「子取り」の伝承が加わった経緯において、産死鬼の民間伝承と新生児自体の
魔性への恐れが融合したものであることを指摘した。
第三部では、本論文の原点となる視座、即ち中国の伝承の根底にある「事実認識」とその多層的な組み合
わせの構成という中国的思考様式を掘り起こすことに立って、唐代伝奇の『陸顒伝』と『無双伝』を対象とした。
そして『陸顒伝』の怪異な発想は中国南海地域の青蛙信仰に由来することを明らかにし、『無双伝』の形成に
おける仮死薬と再生術という発想の淵源、融合、変容の過程を考察した。
本論文は詳細で多岐に亘る分析の結果、先行研究に対して少なからぬ新たな知見を提示しており、研究対
象、視座、研究手法において、以下の点が評価に値すると考えられる。
１．民俗学の立場から言及されることの多い日中の怪異譚について、学術ジャンルにとらわれず、当時の人々
の認識や発想が説話・物語に昇華する文学的過程を捉えたこと。
２．中国の怪異伝承は来源、年代、発想の典拠も異なる多様な構成要素から成るため、学際的な考証手法を
用い、その多層的な蓄積をスライスするように解体して分析した。それによって、中国怪異譚の成り立ちが江戸
から明治における受容と変容のほぼ同時代的な広がりにも呼応していることを、典型的なモデル事象から解き
明かし、怪異を軸とした日中の文化接触の実態の一端を提示したこと。
３．上記２と関連して、怪異譚の伝播・変容を、ひとまとまりの説話、文学作品としてではなく、まず認識・発想の
伝播・変容と説話への再構成という動態で捉え、知識人と庶民との階層を越えて循環する伝承として捉えたこ
と。
４．怪異譚の生成と伝播について、民間信仰の拠って来る民俗学的な背景のみならず、「ことばの持つイメー
ジ」という、発想・認識から言語テキストの生成に至る文学的思考を対象として加えたこと。
なお、本論文に対しては、複数の委員より、構成の問題としての「補説」と題する章節の位置づけ、および図
表の提示方法について疑問が呈されたが、総合的に見て本論文の論旨、内容を大きく損なうものではなく、積
年の研究成果が反映された労作であると認められる。よって、課程によらない博士の学位を授与するに値する
と判断される。
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